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　 地域における生活課題や福祉課題の解決に向けて、 市の社会資

源を整理するとと もに、 市や社会福祉協議会、 地域、 市民の相互

のつながり を強化するための取組をまと めており 、 本市の福祉分

野各部門別計画の上位計画とし て位置づけられるものです。

　 市、 社会福祉協議会、 地域住民、 福祉事業者、 支援関係者等が

それぞれの立場から役割を果たしながら、 自分らしく 活躍できる

地域コミ ュニティ を育成し、 公的な福祉サービスと協働して助け

合って暮らすこと ができる「 地域共生社会」 の実現に向け、 取組

を進めていきます。

　 少子高齢化や核家族化、 生活様式や価値観の

多様化など によ る 社会環境の変化に伴い、 さ ま

ざまな課題が顕在化し てき ています。 　

　 市では、 誰も が安心し て暮ら せる まち の実現

を目指し 、 福祉に関する計画を策定し まし た。

福祉分野における上位計画
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　 市民が抱える生活課題を把握しつつ、 解決に必要なサービスや

支援を組み合わせて包括的に提供できるよう 、 相談機能の強化と

各種福祉サービス、 生活支援サービスの充実を図っていきます。

　 市民の地域福祉への関心を高める取組を推進するとともに、 地

域福祉を担う 団体等の支援を行い、 支援が必要な方に対して効果

的かつ速やかにサポート できる体制を構築します。

　 災害等の非常時においても必要な支援が得られる環境の構築

を進めるほか、 判断能力が不十分な人の権利擁護や、 罪を犯し

た人の立ち直りを社会的に支えていく 地域づく りを推進します。
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〈 基本戦略１〉
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第３ 期本庄市地域福祉計画・

第３ 期本庄市地域福祉活動計画
（ ふくしの杜ほんじょうプラン 21）

福祉に関する計画
を策定し まし た
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計画の概要

※各計画の詳細は市 をご確認く ださい。
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★地域福祉課☎ 25- １ １ ４ ２
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　「 誰もが自分らしく 暮らせる共生のまち 本庄」 を基本理念とし、

障害の有無に関わらず、 すべての市民の皆さんが、 身近な地域で

役割を持ち、 お互いを尊重しながら、 その人らしく いきいきとし

た暮らし のできる共生社会の実現を図るための計画です。

　 さ まざまな分野にわたる施策と 障害福祉サービスの提供方策

を掲げ、 関係するすべての方がたとと もに推進することを目的と

しています。

第４次本庄市障害者計画・

第７期本庄市障害福祉計画・

第３期本庄市障害児福祉計画

誰もが自分らしく暮らせる共生のまち 本庄
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第４ 次本庄市障害者計画・

第７ 期本庄市障害福祉計画・

第３ 期本庄市障害児福祉計画

障害のある方のための施策に関する基本計画

★障害福祉課☎ 25- １ １ ２ ５

　「 みんなで支え合い、 健やかにいき いき と 暮ら せる まち 」

を 基本理念と し 、 高齢者の福祉にかかる 施策の総合的な推

進を図るための計画です。

　 団塊ジュ ニア世代が 65 歳以上と なる令和 22（ 2040） 年を

見据えつつ、 国の介護保険事業計画に係る 基本指針等を 踏

まえながら 、「 地域共生社会」 の実現に向け、 引き 続き 地域

包括ケアシステムの更なる 深化・ 推進を 図る と と も に介護

保険制度の改正に対応し 、 高齢者が住み慣れた地域で安心

し て暮ら し 続けら れるよう にするこ と を目的と し ています。

第10 次高齢者福祉計画・

第９ 期介護保険事業計画

高齢者福祉施策推進のための総合的な計画
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★高齢者福祉課☎ 25- １ ７ ２ ２ ・ 介護保険課☎ 25- １ ７ １ ９

※詳しく は、折込の概要版をご覧く ださい。


